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ことにある。論文は全体で 8 章から成り立っており、第 1 章での序説を受けて、第 2 章から第 4 章までは、振替価格







以上の検討を踏まえて、第 5 章においてフィールド・スタディーで得られた仮説を明らかにし、第 6 章および第 7
章において、その仮説についての理論研究による説明を試みている。特に第 6 章では、振替価格の設定と製品戦略的
な側面との関係について、理論からの新たな考察視点を提供している。第 7 章では、振替価格を原価よりも厳密に高
い水準に設定することが望ましくなる理由および複数の振替価格の設定方法が用いられる理由について、これまでの
研究とは異なる視点から説明している。最後の第 8 章は、本論文で展開した振替価格研究が会計研究全般に対してど
のような含意を有するかについて考察したものであり、企業内活動を内生的に捉えた会計理論を構築することの重要
性を指摘し、今後の研究の方向を示唆し、まとめとしている。
論文審査の結果の要旨
本論文は、振替価格研究についてのこれまでの研究を理論・実証のいずれの側面においても、進展させることに成
功している。特に、実証によってそれら仮説を導き出すとともに、経営戦略、情報経済学のモデ、ルによって、その仮
説を説明しうる新たな枠組みの構築に成功している。さらにそこからの一定の振替価格研究における方法論を提示す
ることにも成功している。以上から、本論文は、振替価格研究において先行研究に新たな知見を追加しており、博士
(経済学)の学位に十分に値するものと判断する。
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